










































敷地境界 ･塀 (材料) ･入口の把握
建物配置 ･屋根伏図 (横方向の確認)､入口の把握















4.住居 ･敷地プランと住居語意の採取 (富樫 ･-港)
5.精霊 ･信仰生活と信仰空間の把握 (白砂 ･岡田)














































































写真 1 伝統的なダイ族の高床式住居一竹楼 (蔓竜代)
写真 2 ダイ族の高床式住居一木楼 (蔓竜代)
写真3 都市近郊の煉瓦化されたダイ族住居































Jt師宣局 一 皿曾JE場 - 分場 - 生慶幣 4考)義民叢が主.約6万人
(ll) (61) (‖3)
図-3 西双版納 ･景洪市の行政区分からみた地域構成
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集落の入り口 II集落の外縁広場(/ン.八`ン)守(ワ1)､ムラの門(八●1叫) 1各 迄 . 水田ムラ 中心 Eムラ 心の中心 a'nTイマン)
③ムラの中央(8'ンマン) へ 徐 三 - ●-ゴム 住 .....磨 :'..二集落の骨格道路 ⑥真ん中の道 .ムラに入る道
(如タン.如lrン′わ7Tlマン) , @ S .I,.
⑤真ん中の道 (わタン.如 '^ン) ･ 主生活域.'1 ムわ litB . / .J~ 価集落の方位 (シモ) ⑥シモの道(ホけン.■イ)































































































































-206- 生 活 環 境 学 科
が,しかし,今回採申できた生暗地名から,鼻海集落の
空間構造の構成原魂の大枠はつかむことができたと考え
られる｡
<注釈> ●
1)この地域は,少数民族居住地,稲作 ･茶の原産地と
しても注目●されており,特に,わが国では,中尾佐
助の提唱した照葉樹林文化論を契機に,雪南一照葉
樹林文化一日本文化の原野とう図式によって文化人
類学,生態学,吉夢学;.建軍学の各分野から注目をI
集めた｡ L:I
中尾佐助 ｢栽培植物と農耕･甲嘩源｣岩波新書,中尾
佐助 ･梅樟忠夫対談 ｢雫南に照葉樹林をたずねて｣
r月刊みんぱくJ1985年3.月号等参照｡
本研究では,日本耳化の晦流･tして宰南に着目し,
両者の共通性を性急に論じることはしていない｡
2)日本の集落調査では,国土地理院の地形図,各自治
体が保管する1万分の1,2千5百分の1土地利用
図,農業集落罪因,地籍図などの基本申な空間情報
が得られるが,今回の圃査やは,現地での事前情報I1. .*'
が皆無で,･:地図作成からゐスタートであうた｡
3)山崎寿-p･重村力 ｢生活埠名から･みた中久保集落の
空間意識の構成｣日本建垂学会計画系静文集 No.
451,
1993.9奉照.I .
4)岡由知子､･.白砂如二他 ｢信仰からみたダイ族住居集.●
落空間の基本構造｣他 1995年日本建築学会大会学
術講演梗概集E-2,pp.533-536参照
5)その他,パーヒョウ (墓地 :パーは平地,ヒョウは
墓),ボンタウ (火葬場),住居,田,ため池にも神
が宿るといわれているが,ここでは省略する｡
捕)ロンは囲った,フアンは家,ソンは菜園の意味で,
垣根に囲われた屋敷地は,ロンフアンソンと呼ばれ
る｡屋敷地は,家と菜園を基本要素に成り立つこと
をこの呼び名は表現している｡このように空間 ･場
所の名称とその語意に着目した空間分析手法は,部
屋や柱の名称にも援用することによって,住居内の
空間構造の解明にまで適応できる｡この点について
は別稿 (富樫他論文)を参照されたい｡
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Summary
ThispaperreportsthespacialstructureonDai'svilageusing'namingplace'.'NamlngPlase'anarisisisuseful
●
forreadingtheprincipleofvilagespacialstructre.Thissurveydefinethehierarcyofroadandriver(cannal),2
centresofvilage,upperanddownydirectionofvilage,andspiritualspots.Theseplacesarethekeypointsof
spacialstructure.
(12)
